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市
で
は
、
市
内
34
カ
所
の
地
下

水
観
測
井
戸
で
水
位
や
自
噴
量
の

観
測
を
実
施
し
、
地
下
水
の
状
況

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
は
、
天
候
や
自
然
環
境

に
対
し
て
敏
感
に
反
応
し
、
特
に

渇
水
時
に
お
い
て
は
、
地
下
水
位

が
低
下
し
、
地
下
水
の
自
噴
量
も

減
少
し
ま
す
。

　

下
記
の
グ
ラ
フ
は
旧
西
条
市
で

観
測
し
た
１
９
７
９
（
昭
和
54
）

年
以
降
に
お
け
る
地
下
水
位
の
変

動
を
表
し
た
も
の
で
、
グ
ラ
フ
を

見
る
と
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）

年
、
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
、

２
０
０
５
（
平
成
17
）
年
の
大
渇

水
時
に
は
、
各
観
測
地
点
と
も
に

地
下
水
位
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

地
下
水
位
が
低
下
す
れ
ば「
う
ち

ぬ
き
」が
止
ま
り
、
自
噴
地
帯
の
減

少
や
臨
海
部
で
の
塩
水
化
な
ど
が

生
じ
、
市
民
生
活
や
産
業
活
動
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
湧
き
水
・
自
噴

井
の
保
全
と
活
用
を
検
討
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
湧
き

水
・
自
噴
井
の
情
報
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
湧
き
水
な
ど
の
状
況
、

情
報
提
供
者
の
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
水
資
源
対
策
調
査
研
究
会

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
庁
舎
別
館
の
環
境
課

窓
口
で
は
、
神
拝
小
学
校
の
観
測

井
戸
で
調
査
し
た
地
下
水
位
の
変

動
状
況
を
日
平
均
で
１
カ
月
ご
と

に
取
り
ま
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
公
開
し
て
い
ま
す
。
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大町小学校の地下水位・地盤高
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松山市への分水問題についてのご意見等や、湧き水・自噴井に関する情報をお寄せください
水資源対策調査研究会（市庁舎別館１階環境課内）　℡0897－52－1221

〒793－8601　明屋敷164　　FAX0897－52－1294　　e-mail kankyo@saijo-city.jp

1979年から2005年まで、市内６カ所で観測した地下水位の変動状況をお知らせします。
※グラフは、1979（昭和54）年１月１日から2005（平成17年）12月31日まで、１日ごとに観測したデータ（観測地点によっては
　未観測日を含む）を表示しています。数値は標高表示です。

地下水位（最大値4.731ｍ・最小値0.705ｍ）

地下水位（最大値2.275ｍ・最小値-2.225ｍ）地盤高（4.876ｍ） 地盤高（0.605ｍ）

位置図№③位置図№⑦

▲市内34カ所にある地下水観測井戸
（写真は玉津小学校の観測井戸）

松
山
市
へ
の
分
水
問
題
に
つ
い
て
考
え
る

　
市
の
「
水
資
源
対
策
調
査
研
究
会
」
で
は
、
市
内
に
お
け
る

今
後
の
水
需
要
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、

松
山
市
へ
の
分
水
問
題
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
内
に
お
け
る
地
下
水
位
な
ど
の
観
測
状
況
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。


